
2.古墳群における供献の様相

(1)はじめに

新屋敷遺跡の古墳群は、鴻巣市教育委員会の 2次に

わたる調査の後、財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業

団により 4地区が調査され、前方後円墳（帆立貝形）

1基の他、 76基に及ぶ円墳が確認された。墳丘を残す

ものは全く無く、主体部が検出されたのも第51号墳1

基のみてあったが、古墳の周溝からは、須恵器、士師

器、石製紡錘車、鉄製品、埴輪など多くの遺物が出土

した。また、多くの古墳の周溝覆土中には、榛名山二

ツ岳の噴火に伴う火山灰てあるいわゆる FAが良好な

状況て検出されており、遺物編年の年代的な指標が得

られるなど多くの成果をあげた。

これらの遺物は埴輪を除くと古墳に供献されたもの

がほとんどと思われるが、このうち須恵器高坪、臆、

士師器壺、甕は比較的限られた古墳から出土したもの

て‘‘、大半の古墳に供献されていたのはいわゆる模倣坪

て‘‘ある。したがって、ここては、模倣坪に着目し古墳

群て‘の供献の様相を整理してみたい。

(2)各古墳の遺物の検出状況

古墳群には 1基の前方後円墳（帆立貝形）があるが、

他は全て円墳て‘‘、ブリッジを持つものと持たないもの

がある。第186図は全測図の中に、模倣杯を中心に検出

された状況（1)周溝底部に置かれたもの、（2)墳丘

裾部に供献されたと思われるもの、 (3)破砕され周溝

覆土から検出されたもの、の3種類に大まかに分類し、

出土位置を概念的に示したものて‘ある。また、埴輪に

ついても、樹立された状況て検出された埴輪はないが、

周溝からの出土状況から明らかに埴輪が伴うと思われ

る古墳について、埴輪片の出土範囲を示したものて‘‘あ

る。以下は各古墳の杯の検出状況について簡単にまと

めたものて‘‘ある。

第4号墳 ブリッジを持つ。模倣杯は 3個体検出され

ている。ブリッジの右側（古墳外部から墳丘に向かっ

て。以下全て同じ。）の周溝底部に 3個体セットて‘‘置か

れたものと思われる。

第7号墳 ブリッジを持つ。模倣坪は南側周溝底部に

1個体置かれた状況て‘検出された。

第8号墳 プリッジを持つ。模倣坪は3個体検出され

ている。 1つはブリッジ右側の周溝底部に置かれた状

況て‘‘出土したものて‘‘築造時の供献と思われる。他の2

個体は覆士中からの出土て‘‘、墳丘裾部に供献されたも

のと思われる。

第11号墳 ブリッジを持つ。模倣坪は3個体検出され

ている。 1つは北東側周溝の底部に置かれたものて｀完

形て‘、ある。他の2個体は覆土からの出土て‘‘、離れた位

置から出士したものが接合しており、墳丘裾部に供献

されたものと思われる。

第13号墳 ブリッジを持つ。模倣坪は 3個体検出され

ている。 1つはブリッジの右側から、 1つはブリッジ

の左側から、さらに 2m程離れた位置からもう 1個体

が検出された。いずれも周溝底部に置かれたものてほ

ぱ完形て‘、ある。

第14号墳 ブリッジを持つ。模倣坪は 5個体検出され

ている。ブリッジ右側の周溝底部に置かれたものてほ

ば完形て‘、ある。 3個体がまとまっており他の 2個体は

40~50cmの間隔をおいて 1個体、また 1個体と置かれ

ていた。出土したレベルから 5個体同時の供献と考え

られるが、その中にあって 3個体がセットとして供献

されている点注目される。

第15号墳 ブリッジを持つ。模倣杯は 4個体検出され

ている。いずれも破片の状況て出土したものてある。

ブリッジの右側から 1個体破砕された状況て出土し

た。ブリッジ左側から出土した2個体は墳丘裾部に供

献されたものが流れ込んだものと思われる。他に北側

周溝から 1個体出上している。

第16号墳 ブリッジを持つ。模倣坪は 1個体検出され

ている。ブリッジ右側の周溝底面に置かれたものと思

われるが、周溝の遺存状況が悪く破片て出土した。

第17号墳 ブリッジを持つ。模倣杯は 2個体検出され
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ており共に完形品て‘ある。1個体はブリッジ左側の周

溝底面に置かれたものと思われる。もう 1個体は北束

側周溝に置かれたものと思われる。

第20号墳 ブリッジを持つ。模倣杯は 1個体検出され

ている。完形品て‘‘、ブリッジ右側の周溝底面に土師器

甕と共に置かれた状況て出土した。

第22号墳 ブリッジを持つ。模倣坪は 1個体検出され

ている。ブリッジ右側の周溝覆土中からの出土てある

が小片てあり供献された状況は不明てある。墳丘裾部

に供献されたものが流れ込んだ可能性が考えられる。

第23号墳 ブリッジを持つ。模倣坪は2個1材喚出され

ている。1つはブリッジの右側の周溝底部に置かれた

ものて‘‘完形てある。1つは北側周溝から出土したもの

て墳丘裾部に供献されたものと思われる。

第24号墳 ブリッジを持つ。模倣坪は 1個体検出され

ている。南東側周溝から出土したものて｀墳丘裾部に供

献されたものと思われる。

第25号墳 ブリッジを持つ。模倣坪は 1個体検出され

ている。ブリッジの右側の周溝底部に置かれたものて‘‘

ある。

第26号墳 ブリッジを持つ。模倣坪は4個体検出され

ている。いずれもブリッジの右側から破砕された状況

て出土したものてあるが、 3個体分がまとまって出土

し1.5m程離れたやや高いレベルからもう 1個体が出

士した。2次の供献と思われる。

第28号墳 ブリッジを持つ。模倣坪は 1個体検出され

ている。東側周溝底部に置かれたものてある。

第29号墳 ブリッジを持つ。模倣坪は 3個体検出され

ている。ブリッジ右側の周溝底部に 3個体重ねて置か

れたものて‘‘ある。

第32号墳 ブリッジを持つ。模倣坪は2個体検出され

ている。ブリッジ右側と左側の周溝底面に 1個体ずつ

置かれたものて‘‘、共に完形品て‘‘あり築造直後の供献と

思われる。

第35号墳 ブリッジを持つ。新屋敷遺跡て‘‘調査された

古墳の中ては最も豊富に土器を出土した古墳のひとつ

てある。遺物の分布状況は、ブリッジ南側、ブリッジ

北側、北側周溝の大きく 3つのブロックに分けられる。

このうち模倣坪を含むものは、ブリッジ南側と北側周

溝て‘‘ある。ブリッジ南側のブロックは、周溝底面に据

え置かれた状況と、墳丘裾部から流れ込んだ状況に分

けられる。据え置かれた状況の一群の中には 2個体が

置かれていた。流れ込んだ状況のものには4個体ある

が、出土位置と出土層位から考え 3個体のグルーフ と゚

1個体とに分けることが可能てある。これらは、周溝

がやや埋まった段階て‘‘周溝に置かれたともみられる。

北側周溝からは細かく破砕された坪が12個体分出土

しているが、杯には型式的な特徴に明らかな差異が認

められるものが混在している状況て‘‘ありセ ット関係は

捉えられない。

第39号墳北側周溝から石製紡錘車が出土 しており、

その周辺から 3個体の模倣坪が出土している。出土状

況は明確て‘‘はないが、 3個体の模倣坪と紡錘車が供献

されたものと理解される。他にも単体て‘‘周溝覆土から

坪片が出土しており、墳丘裾部ての供献が考えられる。

第40号墳模倣坪は4個体検出されている。いずれも

残存率50％以下の状況て‘‘明らかな供献の様相を示す

ものとは言えない。

第43号墳 ブリッジを持つ。模倣杯は 3個体検出され

ている。ブリッジ右側の周溝底面に 1個体置かれた状

況て‘検出された。1個体は同じブリッジ右側の墳丘裾

部から流れ込んだ状況て‘‘検出されている。また東側周

溝の底面に置かれた状況て‘‘もう 1個体検出されてい

る。

第44号墳模倣坪は 4個体検出されている。西側周溝

底面に 3個体がまとまって置かれた状況て検出され、

lm程離れたやや高いレベルから1個体の坪と石製紡

錘車が出土した。

第45号墳 ブリッジを持つ。模倣坪は 1個体検出され

ている。ブリッジ左側の周溝底面に壺と共に置かれた

状況て出土した。

第46号墳 ブリッジを持つ。模倣坪は4個体検出され

ている。1個体は北側周溝底面に伏せた状況て‘‘置かれ

ていた。他の 3個体は、南側周溝の墳丘側上端付近に
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第186図 模倣坑出土位置概念図
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3個体重なった状況て出土したものて‘ヽ、墳丘裾部に供

献されたものが周溝内に落ち込んだものと思われる。

他にも覆土中から坪の小片が出土しているが、供献の

状況は不明てある。

第47号墳 ブリッジを持つ。模倣坪は 4個1材疲出され
ているが、 1個体は杯身模倣坪て‘、ある。ブリッジの左

側に坪身模倣坪が1個体出土し約2.5m北側に 2個体

が周溝底面よりやや浮いた状況て検出されている。ま

たブリッジの右側からは、墳丘裾部から流れ込んだ状

況て‘‘1個体出土している。

第48号墳 ブリッジを持つ。坪は 3個体検出されてい

る。ブリッジの右側の周溝底面に配置されたものと思

われ、赤彩された模倣坪と碗タイプの坪が重なった状

況て‘‘検出された。やや離れた位置からもう 1個体の模

倣坪が検出されており同時の供献と捉えられる。

第49号墳 ブリッジを持つ。模倣坪は出土していない。

出土したのは鬼高I式古段階の内湾するタイプの坪が

4点てある。模倣坪てはないが参考に出土状況を図に

加えた。プリッジの左側に 2個体、ブリッジの右側か

らは 1個体出土している。出土層位と土器の特徴から

ほぱ同時期の供献と考えられる。また、東側周溝覆土

中からは1個体が単独て出土している。

第50号墳 ブリッジを持つ。ブリッジ左側の周溝があ

る程里変埋まった段階て掘られた溝内土堀から、坪と碗

が重なった状況て出土した。溝内土横の覆土は埋め戻

したものて｀、追葬の埋葬施設の可能性が高い。

第52号墳 ブリッジを持つ。模倣坪は 3個体検出され

ている。ブリッジ右側の周溝底面に三角形に配置され、

1点は伏せた状況て置かれていた。

第53号墳 ブリッジを持つ。模倣坪は 1個体検出され

ている。ブリッジ右側の周溝底面に置かれた状況て‘‘出

土した。

第55号墳 ブリッジを持つ。模倣杯は出土していない

が、土師器の平底の坪と碗が出土している。ブリッジ

右側の周溝底面に置かれた状況て‘‘検出された。

第56号墳 ブリッジを持つ。模倣坪は 1個体検出され

ている。ブリッジ右側の周溝底面にステップ状の段差

があり、そこから傾いた状況て出土した。ほぱ完形て‘‘

あり、周溝の規模から考えると流れ込んだものてはな

く、置かれたものと見るのが妥当て｀あろう。

第57号墳 ブリッジを持つ。模倣杯は 1個体検出され

ている。ほぱ完形て‘‘、ブリッジの反対側に当たる南東

側周溝底面に置かれた状況て‘‘出土した。

第58号墳 ブリッジを持つ。模倣坪は 2個体検出され

ている。 1個体はブリッジ左側の周溝底面に置かれた

状況て‘‘出土したものて‘‘、他の 1個体は破砕されたもの

と思われ周溝覆土中から出土している。

第59号墳 ブリッジを持つ。模倣坪は 1個体検出され

ている。ブリッジ右側の周溝に置かれた状況て‘‘出土し

たものて‘‘あるが、周溝底面からはかなり浮いた状況て‘‘

あり、築造時の供献とは考えにくい。

第60号墳帆立貝形の前方後円墳て‘ある。模倣坪は9

個体検出されている。西側括れ部に須恵器を伴う土器

集中が2箇所ありいずれも 3個体ずつをセットとして

置かれたものてある。東側周溝の外側立ち上がり付近

から 3個体まとまって出土している。他の供献された

遺物も豊富にあるが、本文と重複するのて省略する。

また、埴輪もほば全体的に樹立されていたようて‘ある

が、特に西側括れ部に多い。

第61号墳 ブリッジを持つ。模倣坪は 1個体検出され

ている。ブリッジ右側の墳丘側周溝立ち上がり上部か

ら置かれた状況て出土したものてある。墳丘裾部に置

かれたものが流れ込んだものかあるいは、ある程度周

溝が埋まった段階て‘置かれたものと思われる。

第63号墳 ブリッジを持つ。模倣坪は 3個体検出され

ている。 3個体ともブリッジ右側の周溝底面に置かれ

たものて内1個体は伏せた状況て出土した。

第65号墳大形だがブリッジを持たない。坪は3個体

検出されている。北側、西側、東側の3箇所の周溝て‘

出土したものて‘‘、墳丘寄りの立ち上がり部に置かれた

ものと考えられる。いずれも周溝がある程度埋まって

から供献されたものと思われる。器形の特徴に差異が

認められ、一度に供献されたものてはない可能性があ

る。
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第187図 ブリッジと模倣杯出土位置の関係
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第72号墳模倣坪は 1個体検出されている。南東側周

溝中央に置かれた状況て‘‘出土した。周溝底からやや浮

し、てし、た。

第74号墳杯は 1 個体検出されている。第63号墳•第

73号墳と接する西側周溝から破砕された状況て出土し

た。

第75号墳模倣坪は 1個体検出されている。北西側周

溝に張り出しがありその近くから出土したものてあ

る。残存状況から、墳丘裾部に供献されたものが後に

流れ込んだものと思われる。

以上が各古墳の状況てある。

(3)模倣杯の供献の様相

模倣坪が供献されていた古墳は38基あり、供献され

た個体総数は約9併固体てある。その内の約65％が周溝

底面に置かれたものて‘‘あった。

第187図はプリッジの位置に注目 した場合、ブリッ

ジと模倣坪の出土位置の関係を概念的に図に示したも

のて‘ある。

ブリッジを持つ古墳て‘ヽは模倣坪の総数は6帥固体て‘‘、

ブリッジ右側の周溝底面に置かれたものが37個体と

60％近くを占める。周溝底面に 1個体だけを供献して

いる古墳は1但店あり、その内ブリッジの右側の周溝底

面に模倣坪が供献された古墳は7基て‘、ある。

このように、ブリッジを持つ円墳の場合、ブリッジ

を中心として特に右側（南側）に模倣坪が供献される

のが基本的なパターンと言ってよいだろう。

ひとつの古墳て‘、も、周溝底面に置かれた他、墳丘裾

部に置かれたものもあり、古墳によっては数次の供献

がなされている。各古墳の状況てはブリッジ周辺の周

溝底面に置かれたものが築造時の一義的な供献と思わ
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